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権威の変容過程の詳細を分析した M・ヘーネ（Markus V. Hoehne）が行って
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の地域に居住するドゥルバハンテの一部勢力と SNM の 5回に及ぶ会合（1990
年 2 月～ 9月）が開催された（Interpeace 2008b, 17）。また，ソマリランド西部
のジブチ国境に近い地域でも SNM とガダブーシとの和平問題が話し合われ








（2）　ブラオ（Burco）会議（1991年 4 月27日～ 6月 4日）
　ブラオ会議はソマリランドの「独立」を決定した重要な会議だが，性格の
異なる二つの会議から構成された。第一に長老会議（ 4月27日～ 5月 5日）






1．北部の南部からの分離　（That the North would proceed separately from the 
South）;
2 ．イスラーム法の採用　（That Sharia law would be adopted）;
3 ．安全保障の実現　（That the security of the North would be ensured）;
4 ．政府の早期樹立　（That a government would be established in the North as 
quickly as possible）;
5 ．北部クランのみによる政府，有権者の設定　（That local and national 
government positions and national constituencies would be distributed justly 
amongst the northern clans）;
6 ．サナーグ地域の和平実現に関する特別委員会の設置　（The issue of 
peace in Sanaag would be pursued by a special committee）;
7 ．SNM の退役軍人への雇用優先政策　（The SNM veterans would be a pri-











1 ．北部が1960年 6 月26日の法的地位に復帰　（Northern Regions to revert 
to the legal status held on 26th June 1960）;
2 ．イスラーム法の採用　（Sharia law to be adopted）;
3 ．安全保障の実現　（To assure the security of the Northern Regions）;
4 ．政府の早期樹立　（To establish a Northern government as soon as possible）;
5 ．すべての北部クランへのソマリランド政府ポスト，議会議席の公平な
配 分　（To distribute government positions and national houses equally to all of 
the northern clans）;
6 ．サナーグ地域の和平実現に関する特別委員会の任命　（Peace in Sanaag 
should be pursued with the nomination of a special committee to facilitate negotia-
tions）;
7 ．政府ポストへの SNM の戦士の採用上の優遇措置　（The SNM mujaahi-
diin to be given priority in recruitment for government positions）.























































































































決定がなされた。1992年 6 月には SSDF によりイスラーム主義勢力への攻撃
が行われ，北東部地域を制圧し，イスラーム主義勢力との間で妥協するとと
もにその武装解除が行われた（Interpeace 2008a, 17-18）。



































（Garoowe Community Constitutional Conference）をみておこう。ガロウェでの本









































































































































































































































































ka Badbaadada Mideyanta SSC）という名のもとに活動してきた武装勢力である。
これは，国連の報告書によれば，2007年のソマリランド軍のラスアーノド占






































































































⑸　Guurti は，ソマリ社会において調停等に当たる長老会議（council of elders）
を一般的には指すが，現在は1993年に設立された二院制を構成する長老院（正
式名称は Golaha Guurtida）を示すものとして用いられている。













長のポスト（SSDF chairman for internal affairs and head of the Provisional Politi-
cal Council （Golaha Ku Meelgaarka ee Siyaasadda））に就任し，ユースフは，「全
国」レベルの問題対応議長と全国救国協議会の SSDF 代表（SSDF chairman to 
manage national issues and represent the SSDF on the National Salvation Council）
に就任した。全国救国協議会は，この会合に先立ちソデレで開催された全国


























　アングラのコードネーム M.O.D と呼ばれていた（Lewis 2002, 219-223）。




















　国連の報告書においては Hoggaanka Mideynta iyo Badbaadinta Gobolada SSC 
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HBM-SSC Hoggaanka Badbaadada Mideyanta SSC ソール，サナーグ，アイン地域に
おける統一と救国の権威
SNM Somali National Movement ソマリア国民運動
SSC Sool, Sanaag, Cayn ソール，サナーグ，アイン
SSCA Sool Sanaag Cayn Army ソール，サナーグ，アイン軍
SSDF Somali Salvation Democratic Front ソマリ救国民主戦線
TFG Transitional Federal Government 暫定連邦政府
TNG Transitional National Government 暫定国民政府
UNOSOM United Nations Operation in Somalia 国連ソマリア活動
USC United Somali Congress 統一ソマリア会議






1981 ソマリア国民運動（Somali National Movement: SNM）樹立（ソマリア）
1987 ソマリア大統領シアド ･ バーレとエチオピア大統領メンギスツとの間の停戦
合意（ソマリア）
1991 1 シアド ･ バーレ政権崩壊（ソマリア）
2 ベルベラ（Berbera）会合（「北部クラン友愛会議」）（ソマリランド）
2 ボラマ（Boorama）会議（～ 3 月）（ソマリランド）




1993 1 ボラマ会議（～1993年 3 月）（ソマリランド）
6 イーガル（Maxamed Ibraahim Cigaal）大統領任命（ソマリランド）
1997 1 SSDF のソデレ（Sodere）会合（プントランド）
1998 2 ガロウェ政権会議（Garoowe Community Constitutional Conference）(～ 3月
12日）の先行協議（プントランド）
5 ガロウェ政権会議本会合（～ 7 月）（プントランド）
2000 暫定国民政府（Transitional National Government: TNG）樹立（～2004）（ソ
マリア）
2002 4 イーガル大統領死去（ソマリランド）
12 カーヒン（Hahir Rayaale Kahin）大統領はラスアーノド訪問（ソマリランド）
2004 10 ソマリランド軍とプントランド軍の軍事衝突（ソマリランド，プントラン
ド）
10 暫定連邦政府（Transitional Federal Government: TFG）の大統領にアブドラ
イ・ユースフ（Cabdullahi Yusuf）就任（～2009年12月）（ソマリア）
2007 ソマリア沖海賊活動の活発化（ソマリア）
11 （通称）ボーカム宣言（Boocame Declaration）( プントランド）
2009 1 TFG 新政権樹立（～2012年 8 月）（ソマリア）
2012 11 ソマリア新政府樹立（ソマリア）
（出所）　筆者作成。
（注）　年表の事項の後にある（ソマリア）はソマリア全土にかかわる事項，（ソマリランド）は
北西部のソマリランド，（プントランド）は北東部プントランドに主にかかわる事項であるこ
とを示す。

